
 昭和病院移転新築に伴う医療法人茜会の病床数について 

 

１．移転新築及び茜会全体の病床の整理・統合について 

   昭和病院の移転新築及び医療法人社団豊関会との法人合併については既

に承認されたところ。 

   今般、新病院の新築に併せ、医療機能の充実及び患者の利便性向上のた

め医療法人茜会全体を一体的にとらえ病床の整理及び統合を行うものであ

る。 

 

２．昭和病院の病床数の推移について 

   現昭和病院の機能及び病床数については、そのまま新病院に継承するも

のであるが一部病棟構成の変更に伴い回復期病床△２床（160床⇒158

床）、慢性期病床＋２床（178床⇒180床）となり病床種別毎の病床数が変

動する。（病床数の総数は同じ） 

 

   現昭和病院の病床利用率は、過去３ヶ年（2017年度 98.7%、2018年度

97.3%、2019年度 97.9%）で推移しており、慢性期病床の病床利用率も

2017年度 100.1%、2018年度 99.9%、2019年度 99.6%と病床数全体及び慢

性期病床共にほぼ 100%で推移している。このように地域における慢性期疾

患患者の貴重な受け皿となっており、新病院においても地域の慢性期疾患

医療の中核を担っていくことは従前と変わりなく難病地域協力病院として

の当院の使命と考えている。 

   今回２床の増床については、慢性期病床のうち障害者施設等入院基本料

算定病床である。 

   下関市内の指定難病受給者証の交付を受けた患者のうち障害者施設等一

般病棟対象疾患の患者は７１７名（令和２年１月１日現在）いるのに対

し、障害者施設等入院基本料算定病床は、当院の５８床を含め、２施設 

１１２床のみであることから、将来的に患者の重症化や高齢化の場合の入

院を考慮すると、明らかに病床数が不足するものと考えられる。 

     ◎病床数３３８床(回復期１５８床、慢性期１８０床) 

介護医療院 定員６０名 

 

３．豊関会記念病院の病床数について 

   当該病院は、令和２年６月１日をもって法人合併が成立(医療法人社団

豊関会は消滅)したことから、新病院開院までは現地において、「医療法人

茜会豊関会記念病院｣として従前と変わりなく医療療養病床５３床を運営

令和２年度第１回

地域医療構想調整会議
資料１



していくものである。 

   同院の医療療養病床には、常時監視及び管理を必要とする者、中心静脈

栄養法、酸素療法、せん妄治療、肺炎治療等の必要な患者が入院治療して

いるが、新病院開院（令和３年１２月）に併せ、患者全員を搬送し、医

師、看護師及びコ・メディカル等医療機能の充実した新病院で受け入れす

る計画である。 

このため、当該病院の病床数、（慢性期;医療療養病床５３床)をそのまま新

病院に移動し、当該病院は廃止となる。 

     ◎病床数 ０床 

 

４．勝山サテライトクリックの病床数について 

   当該クリニックは、外来、在宅及び病床数１９床の有床診療所（在宅支 

援診療所）として運営しているが、前年度より、山口県の｢都市計画道路長 

府綾羅木線他１線街路整備事業｣にかかる用地に敷地の一部が該当したため 

移転新築を余儀なくされている。 

 現在は、移転先の隣接用地の買収や設計等の前作業を進めているところ 

であり、竣工は令和２年１２月を予定している。 

  当該診療所の病床種別は、慢性期病床１９床（医療療養病床７床、介護 

療養病床１２床）であったが、本年４月１日以降は医療療養病床１９床と 

なっている。 

 当該診療所は、昭和病院（立地が不便）の外来機能として運営してきた 

ものであるが、昭和病院と比較的遠距離に位置することや在宅支援診療所 

としての機能を果たすため１９床の入院病床を運営してきたものである。 

 新病院開院に併せ、患者の利便性を考慮し、外来、在宅としての機能は 

現地に残し、入院患者については、医師、看護師及びコ・メディカル等の 

配置が充実している新病院で受け入れることとし、無床診療所として運営 

して行くものである。 

     ◎病床数 ０床 

 

５．医療法人茜会の考え方 

新病院の病床数は、現昭和病院の病床数３３８床に豊関会記念病院の病 

床数５３床を加えた３９１床及び介護医療院定員６０名で予定している。 

     ◎病床数３９１床(回復期１５８床、慢性期２３３床) 

介護医療院、定員６０名 

 

 医療法人茜会では、令和３年１２月の新病院開院に併せ、茜会全体の医 



療機能（病床数）を、一体的に整理及び統合する計画で進めてきたもので 

ある。 

上記２のとおり、新病院において、担うべき医療機能にかかるもので、 

地域で必要とされている病床数については若干増（昭和病院単独でとらえ

た場合のみ）となる一方で、総数での増床は抑えていること、また、茜会

全体として、勝山サテライトクリニックの病床数１９床分をダウンサイジ

ングすることで、地域医療構想の考え方にも沿うものとして計画したもの 

である。（茜会全体では、回復期病床△２床、慢性期病床△１７床） 



410 391 病床数 -19

急性期一般 46 急性期一般 38

障害 58 ⇒ 障害 60

特殊 60 特殊 60

療養病棟 60 療養病棟 60

回復期 54 回復期 60

地域包括 60 ⇒ 地域包括 60
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介護療養 0
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昭和病院 

医療機関2025プラン 
 

平成３０年 １０月 策定 

（ 令和 ２ 年 １ 月  改定 ） 

（ 令和 ２ 年 ７ 月  改定 ） 

【基本情報】 

医療機関名 医療法人茜会 昭和病院 

開設主体 医療法人茜会 

所在地 下関市汐入町 35番 1号 

許可病床数 338床    

（病床の種別） 一般病床 164床、療養病床 174床 

（病床機能別） 回復期 160 床、慢性期 178 床 

稼働病床数 338床 

（病床の種別） 一般病床 164床、療養病床 174床 

（病床機能別） 回復期 160 床、慢性期 178 床 

診療科目 

内科、脳神経内科、消化器科、循環器科、外科、整形外科、皮膚科 

泌尿器科、リハビリテーション科、放射線科、歯科 

 

 

職員数  457 名 

・ 医師 19 名 

・ 看護職員  178 名 

・ 専門職  112 名 

・ 事務職員 43 名 
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【１．現状と課題】 

① 自施設の現状 

 届出入院基本料：一般病棟入院基本料（急性期一般５）、回復期リハビリテーション病棟入院料１、 

地域包括ケア病棟入院料２、障害者施設等入院基本料１０対１、 

特殊疾患病棟入院料１、療養病棟入院基本料（入院料１）、 

          

 在宅療養後方支援病院 

通所リハビリテーション・訪問リハビリテーション・居宅介護支援事業所併設 

救急搬送受入：年間 55件、 病床稼働率 98.4％ 

 

② 自施設の課題 

 ・高齢者、特に独居高齢者や認知症高齢者への医療ニーズの増加に対応 

 ・回復期リハビリテーション、在宅サービス、後方支援機能の一層の強化 

 ・神経難病患者・人工呼吸器装着患者の受け入れ拡大、在宅療養困難者の増加への対応 

 ・有能な医療介護人材の育成、新技術の開発、地域介護力の向上、健康な街づくりへの支援 

 ・施設設備の改築更新 

  ・医療法人社団豊関会との法人合併（2020.6.1完了）  

 

【２．今後の方針】 ※ １．①～②を踏まえた、具体的な方針について記載 

① 地域において今後担うべき役割 

 ・地域包括ケアシステムの構築に寄与する 

明るい超高齢社会には、住み慣れた場所を中心に、医療、介護、予防、生活支援サービスを

充足させる地域包括ケアシステムの構築が期待されている。当院は、今後とも回復期リハビリ

テーションをはじめ、通所リハビリや訪問リハビリ等の在宅サービスの充実を一層進めて行く

。また、亜急性期救急患者の受入れなど、後方支援病院としての機能充実を図り、地域包括ケ

アシステム構築の一翼を積極的に担って行く。 

・神経難病患者・人工呼吸器装着者等、在宅療養困難者の増加への対応 

当院はこれまで、神経難病患者や人工呼吸器装着患者など、在宅療養の困難度が高い専門医

療分野の患者を多く受入れており、今後もその要請に一層応えて行く。 

 ・人材の育成、新技術の開発導入、地域介護力の増進 

超高齢社会に相応しい優秀な医療介護人材の育成や、ロボットリハなどの新技術の導入、地

域の社会資源を賦活して地域介護力を増進するなどの社会貢献に取り組んでいく 

② 今後持つべき病床機能 

特にない   

③ その他見直すべき点 

・新病院の新築工事により市内後田町に移転  
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【３．具体的な計画】 ※ ２．①～③を踏まえた具体的な計画について記載 

① ４機能ごとの病床のあり方について 

 ＜今後の方針＞ 

 現在 

（平成30年度病床機能報告） 

 将来 

（2025年度） 

高度急性期    

急性期    

回復期 160 (160)   158  

慢性期 238 (310)   → 233  

休棟等   

（合計） 398 (470)  391  

介護保険施設へ移行予定 ―   60  

うち、介護医療院 ―   60  

＊ 現在欄の（ ）書は、医療法人茜会全体（昭和病院・豊関会記念病院・勝山サテライトクリニック）の病床数を記載 

 ＜年次スケジュール＞ ※今後のスケジュールがある場合に記入 

年度 取組内容 到達目標 

2019 

2020 

2021 

慢性期病床60床を介護医療院に転換（済み） 

医療法人社団豊関会との合併 … 6/1 完了 

新病院の新築工事により移転 … 12月開院予定 

地域で過剰な慢性期病床の削減 

組織統合 

所在地 : 下関市後田町1丁目1-1 

 

② 診療科の見直しについて ※検討の上、見直さない場合には、記載は不要 

・  

・  

 

③ その他の数値目標について ※該当項目がある場合に記入 

・  

・ 

 

【４．その他】（自由記載） 

・平成30年度病床機能報告は合計398 床で計上しているが、平成31年4月に慢性期60床を介護医療院へ

移行した後は、回復期160床、慢性期178床の合計338床で運営している。 

・新（昭和）病院開院に併せ豊関会記念病院（慢性期53床）の病床数、病床機能を新（昭和）病院に

統合する。 

・勝山サテライトクリニック（慢性期19床）は、令和3年1月以降は無床診療所として運営することと 

し、茜会全体として19床を減少していく。 
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豊関会記念病院 

医療機関2025プラン 
平成３０年１０月 策定 

（平成３１年 ２月 改定） 

（令和 ２年 １月 改定） 

（令和 ２年 ７月 改定） 

【基本情報】 

医療機関名 豊関会記念病院 

開設主体 医療法人茜会 

所在地 山口県下関市長府江下町２番１０号 

許可病床数 ５３床 

（病床の種別） 療養病床５３床 

（病床機能別） 慢性期５３床 

稼働病床数 ５３床 

（病床の種別） 療養病床５３床 

（病床機能別） 慢性期床 

診療科目 

内科・リハビリテーション科 

 

 

 

職員数 ５０名 

・ 医師 ８名 

・ 看護職員 ２１名 

・ 専門職 １９名 

・ 事務職員 ２名 
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【１．現状と課題】 

①  自施設の現状  

（令和２年６月） 

・ 届出入院基本料 医療療養入院基本料  

医療区分８２．２％ 

・ 1日平均入院患者数 ５２．３人 

・ 1日平均外来患者数  ６．９人  

・ 疾患別リハビリテーション  

    運動器リハビリテーション科 １７人 

 

 自施設の課題 

・ 外来患者の減少 

・ 病院設備の老朽化 

 

    

 

【２．今後の方針】 ※ １．①～②を踏まえた、具体的な方針について記載 

①  地域において今後担うべき役割 

・ 当面入院診療および在宅医療に対応したい。 

 

②  今後持つべき病床機能 

・ ２０２１年１１月末までは療養病棟を維持する。 

２０２１年１２月以降は豊関会記念病院での療養病床の維持はしない。 

病床数及び病床機能は新（昭和）病院に統合する。 

入院患者は、新（昭和）病院へ移送し、豊関会記念病院は廃止となる。 

 

 

③  その他見直すべき点 

・ 医療機関全体として、外来患者が減少、今後の医療需要の推移を加味して、 

最適な形態について検討する。 
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【３．具体的な計画】 ※ ２．①～③を踏まえた具体的な計画について記載 

① ４機能ごとの病床のあり方について 

 ＜今後の方針＞ 

 現在 

（平成30年度病床機能報告） 

 将来 

（2025年度） 

高度急性期    

急性期    

回復期    

慢性期 ５７ → ０ 

休棟等   

（合計） ５７ ０ 

介護保険施設へ移行予定 －  ― 

うち、介護医療院 －  ― 

 

 ＜年次スケジュール＞ ※今後のスケジュールがある場合に記入 

年度 取組内容 到達目標 

２０２０ 

２０２１ 

２０２1 

開設者の変更 （茜会と合併）…6/1済 

病床機能は11月まで稼働する 

病床廃止…12月 

診療機能及び病床数の変更はない 

病床機能 新（昭和）病院に統合する 

病院廃止…12月（新（昭和）病院開院に併せ） 

 

②  診療科の見直しについて ※検討の上、見直さない場合には、記載は不要 

 

 

 

③  その他の数値目標について ※該当項目がある場合に記入 

 

 

 

【４．その他】（自由記載） 

・今後の方針の現在欄は57床で計上しているが、令和元年5月に慢性期57床から53床に変更している。 

・医療法人社団豊関会は2020.6.1付で医療法人茜会との法人合併により消滅 

・当面、豊関会記念病院は従前のとおり現地で医療法人茜会豊関会記念病院として運営 

・2021.12新（昭和）病院開院に併せ、病床数、病床機能及び入院患者を新（昭和）病院に継承し、 

 豊関会記念病院は廃止となる。 

 



 
 

 


